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概要 

ADPL42001 は、産業用システムやバッテリ駆動システムでの使用

に適した超低自己消費電流の高電圧リニア・レギュレータです。

4V～20Vの入力電圧で動作するこのデバイスは、最大 100mAの

負荷電流を供給でき、無負荷時に消費する静止電流はわずか 8µA

です。シャットダウン時の消費電流は 0.9μAです。出力電圧は

0.6V～18Vの範囲で調整可能です。フィードバック電圧の精度

は、温度範囲全域で±2%です。 

オープンドレインの PGOOD ピンは、出力電圧のレギュレーショ

ンが適正な場合にパワーグッド信号をシステムに出力します。ま

た、イネーブル・ピン（EN）も備えており、これによってユーザ

がデバイスのオン／オフを行うことができます。このデバイスに

は、ダイ温度が 165°C を超えるとデバイスをシャットダウンする

サーマル・シャットダウン機能が備わっています。ADPL42001は

−40°C～+125°C の工業用温度範囲で動作し、6 ピンのコンパクト

な TSOT パッケージおよび 6 ピン（3mm × 3mm）TDFN パッケー

ジで提供されます。 

アプリケーション 

► バッテリ駆動機器 

► スイッチング電源用ポスト・レギュレータ 

► ボディ・エレクトロニクスおよび照明 

機能と利点 

► 容易に導入可能 

► 必要な外付け部品がわずか 4 個 

► 小型の 4.7μF、0805 出力コンデンサで安定 

► セラミック・キャパシタのみを使用した小型レイアウト 

► リニア・レギュレータの在庫を削減 

► 広い入力電圧範囲：4V～20V 

► 調整可能な出力電圧：0.6V～18V 

► 負荷電流能力：最大 100mA 

► 厳しい工業的環境下でも信頼性の高い動作 

► PGOOD ピンによる出力電圧モニタリング機能を内蔵 

► 高電圧イネーブル入力 

► 低静止電流：8μA 

► 低ドロップアウト電圧：100mA で 560mV 

► 過負荷保護 

► 過熱保護 

► 広い周囲動作温度範囲：−40°C～+125°C／ジャンクション

温度範囲：−40°C～+150°C 

 

オーダー情報はデータシート末尾に記載されています。 

 

代表的なアプリケーション回路 
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仕様 

表 1. 電気的特性 

（特に指定のない限り、VIN = VEN = 12V、VFB = VOUT、PGOOD = オープン、GND = 0V、COUT = 4.7µF、TA = −40°C～+125°C。 

代表値は TA = +25°Cでの値。特に指定のない限り、電圧は全て GNDが基準）1 

パラメータ 記号 条件 最小値 代表値 最大値 単位 

INPUT SUPPLY (VIN) 

Input Voltage Range VIN  4  20 V 

Input Supply Current IIN-SH VEN = 0V、シャットダウン・モード  0.9 1.8 μA 

 IIN-Q VEN = VIN、ILOAD = 0mA  8 15 μA 

ENABLE (EN) 

EN Threshold 

VENR VENの立上がり 2   V 

VENF VENの立下がり   0.6 V 

EN Leakage Current IEN TA = +25°C -100  +100 nA 

FEEDBACK (FB) 

FB Regulation Voltage VFB-REG  0.588 0.6 0.612 V 

FB Input Leakage Current IFB VFB = 0.6V、TA = 25°C -25  +25 nA 

CURRENT LIMIT 

Current Limit Threshold ILIMIT VIN = 5.5V、VOUT = 4.5V 101 140 165 mA 

PGOOD 

PGOOD Rising Threshold VPGOOD-RISE VFBの立上がり 89.5 92 94.5 % 

PGOOD Falling Threshold VPGOOD-FALL VFBの立下がり 87 89.5 92 % 

PGOOD Output Level Low  IPGOOD = 1mA   0.2 V 

PGOOD Output leakage 

Current 

 
VPGOOD = 5.5V、TA = +25°C 

  
1 μA 

OUTPUT VOLTAGE 

Dropout Voltage VDO 

VIN = 4.5V、ILOAD = 50mA  280 550 mV 

VIN = 4.5V、ILOAD = 100mA  560 1100 mV 

Line Regulation  VIN = 4V～20V、VOUT = FB、ILOAD = 1mA  0.1  % 

Load Regulation  0.1mA < ILOAD < 100mA、VOUT = FB  0.5 1.2 % 

THERMAL SHUTDOWN 

Thermal-Shutdown 

Threshold 

 
温度上昇中 

 
165 

 
°C 

Thermal-Shutdown 

Hysteresis 

   
15 

 
°C 

1 全ての電気的仕様は、TA = +25°C で 100%製品テストを行っています。動作温度範囲全体での仕様は設計と特性評価により裏付けられています。 
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絶対最大定格 

表 2. 絶対最大定格 

 

1 ジャンクション温度が+125°C を超えると、動作寿命が短くなります。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらはストレス定格のみを定めた

ものであり、この仕様の動作のセクションに記載する規定値以上でデバイスが正常に動作することを示唆するものではありません。デバ

イスを長時間にわたり絶対最大定格状態に置くと、デバイスの信頼性に影響を与えることがあります。 
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ピン配置およびピン機能の説明 

 

ピンの説明 

表 3. ピンの説明 

ピン番号 

名称 説明 
TSOT TDFN 

1 2 EN 
アクティブ・ハイのイネーブル入力。EN をハイにする（または IN に接続する）とレギュレータがオン

になります。EN を GND に引き下げるとデバイスは低消費電力のシャットダウン・モードになります。 

2 3 GND グラウンド。GND はグランド・プレーンに接続します。 

3 1 IN 
電源入力。0.1µF のキャパシタを用いて GND とデカップリングします。キャパシタは、IN ピンと GND

ピンの近くに配置します。 

4 6 OUT レギュレータ出力。OUT と GND の間に 4.7µF 以上の 0805 キャパシタを接続します。 

5 5 PGOOD 

オープンドレインの PGOOD 出力。PGOOD は外部電源にプル・アップします。FB が設定値の 89%を

下回ると、PGOOD はローになります。FB が設定値の 92%を上回った後、PGOOD はハイになりま

す。使用しない場合、PGOOD ピンはフロート状態にすることができます。 

6 4 FB 
出力フィードバック接続。VOUT とGND の間に配置した抵抗分圧器に FB を接続して、0.6V～18V の

範囲で出力電圧を調整します。 

— — EP 

露出パッド（TDFNのみ）。EPは必ず ICのGNDピンに接続してください。熱性能を最適化するため、

EPを面積の広いGNDプレーンに数個のサーマル・ビアを使用して接続します。EPの接続とサーマル・

ビアの正しい処理例については、ADPL42001ATT EV キットのユーザ・ガイドを参照してください。 
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代表的な性能特性 

（特に指定のない限り、VIN = VEN = 7V、VOUT = 5V、COUT = 4.7µF、TA= +25°C） 
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機能図 

 

図 1. ブロック図 

動作原理 

ADPL42001 は、産業用システムやバッテリ駆動システムでの使用に適した超低自己消費電流の高電圧リニア・レギュレータです。4V～

20Vの入力電圧で動作し、最大 100mA の負荷電流を供給でき、無負荷時に消費する静止電流はわずか 8µA です。シャットダウン時の消

費電流は 0.9μAです。出力電圧は 0.6V～18Vの範囲で調整可能です。フィードバック電圧の精度は、温度範囲全域で±2%です。 

オープンドレインの PGOOD ピンは、出力電圧が適正なレギュレーションに達した場合にパワーグッド信号をシステムに供給します。ま

た、このデバイスはイネーブル・ピン（EN）も備えており、これによってユーザがデバイスのオン／オフを行うことができます。このデ

バイスには、ダイ温度が 165°Cを超えるとデバイスをシャットダウンするサーマル・シャットダウン機能が備わっています。ADPL42001

は−40°C～+125°C の工業用温度範囲で動作し、コンパクトな 6ピン TSOT パッケージおよび 6ピン（3mm x 3mm）TDFN パッケージで提

供されます。 

EN 入力 

ENはアクティブ・ハイのロジック・レベル入力で、デバイスのオン、オフを行います。ENをハイにするとデバイスがオンになります。

シャットダウン時にデバイスが消費する電流はわずか 0.9µA（代表値）です。ENは最大で VIN + 0.3V の電圧に耐えるため、高入力レベル

の電圧での駆動や、INに接続して常時オン動作させることができます。 
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過熱保護 

ジャンクション温度が+165ºCを超過すると、内蔵サーマル・センサーによりパス・トランジスタがオフになり、デバイスの冷却が可能に

なります。ジャンクション温度が 15ºC下がるとサーマル・センサーは再びパス・トランジスタをオンにします。これにより、熱過負荷

状態が継続している間は、周期的な出力になります。過熱保護機能は、フォルト状態が発生したときに ADPL42001 を保護します。 

出力短絡時の電流制限 

ADPL42001 には 140mA（代表値）の電流制限があります。出力を無期限に GNDへ短絡しても、デバイスを損傷することはありません。

短絡している間は、内蔵のパス・トランジスタを通過する消費電力により急速にデバイスの温度が上昇します。ダイ温度が+165ºCに達

すると、ADPL42001 はシャットダウンし、ダイ温度が 15ºC下がった後に自動的に再始動します。 

 

アプリケーション情報 

出力電圧の設定 

出力電圧は、0.6V～18Vの範囲で設定できます。出力電圧の設定は、出力から FBを経由して GNDまでの間に抵抗分圧器を接続すること

により行います。R2 には 59kΩを選択し、R1は次式によって計算します。 

 

出力コンデンサの選択 

出力電圧が 1.8V 未満の場合、低 ESRで 10µF 以上の 0805 セラミック出力キャパシタを用いると、良好な負荷過渡応答が得られます。出

力電圧が 1.8V 以上の場合は、低 ESRで 4.7µF 以上の 0805 セラミック出力コンデンサを使用してください。 

 

図 2.出力電圧の設定 

出力可能な電流の計算 

特定の動作条件において、デバイスの温度上昇をもたらす電力損失は、次のように見積もります。 

 

ここで、VINは入力電圧、VOUTは出力電圧、ILOADは負荷電流です。 

多層基板におけるパッケージの熱性能の指標を表 4に示します。 

ADPL42001 のジャンクション温度は、与えられた周囲温度の最大値（TA_MAX）に対して次式を使用して見積もることができます。 
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ジャンクション温度が+125°Cを超えると、動作寿命が短くなります。許容可能な最大の出力電流は次の式で計算できます。 

 

例：TA_MAX = +70°C、VIN = 24V、VOUT = 5V、θJA = 42°C/Wの TDFN パッケージ 

 

表 4. 熱抵抗 

 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC仕様 JESD51-7 に記載の方法により、4層基板を用いて求めたものです。 
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代表的なアプリケーション回路 

 

図 3. 5V 出力のアプリケーション回路 
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外形寸法 

 

図 4. 6 ピン TSOT のパッケージ外形 
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図 5. 6 ピン TSOT のランド・パターン  
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図 6. 6 ピン TDFN のパッケージ外形 
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図 7. 6 ピン TDFN のランド・パターン 
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オーダー情報 

表 5. オーダー・ガイド 

 

*EP = 露出パッド。 

+ = 鉛（Pb）フリー／RoHS 適合パッケージ  

T = テープのリール巻き 
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改訂履歴 

版数 改訂日 説明 改訂ページ 

0 09/24 初版発行 — 
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ここに含まれるすべての情報は現状のまま提供されるものであり、アナログ・デバイセズはそれに関するいかなる種類の保証または表明も行

いません。 アナログ・デバイセズ社は、その情報の利用に関して、あるいはその利用によって生じる第三者の特許やその他の権利の侵害に

関して一切の責任を負いません。仕様は予告なく変更される場合があります。明示か黙示かを問わず、アナログ・デバイセズ製品またはサー

ビスが使用される組み合わせ、機械、またはプロセスに関するアナログ・デバイセズの特許権、著作権、マスクワーク権、またはその他のア

ナログ・デバイセズの知的財産権に基づくライセンスは付与されません。商標および登録商標は、各社の所有に属します。ここに記載されて

いるすべてのアナログ・デバイセズ製品は、販売状況および在庫状況に依存します。 
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